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3. 試料挿入後の連続する 5 サイクルにおける FMR 発現時点の変化
FMR の早期発現が試料挿入後のいずれのサイクルから生じるかを知るため試料挿入直後の 5 サイクルについて検
討した。また、三文神経中脳路核破壊群および三叉神経切断群においても同様に検討した。対照群および神経切断群
においては、 FMR の早期発現は試料挿入後 l サイクル目では出現せず、 2 サイクル目以降のサイクルに出現した。










校筋活動増大 (FMR) の発現タイミングは、試料阻鴫中に生じた感覚入力を次の阻暢サイクルでの FMR の発現タ
イミング調節に利用するようなフィードフォワード的な調節により行われていることが示唆された。またこの現象の
誘発に関与する感覚入力としては、閉口筋筋紡錘からの求心性入力が重要であり、この現象への小脳の関与が示唆さ
れた。
論文審査の結果の要旨
本研究は、麻酔したウサギの大脳皮質性誘発顎運動を岨鴫運動のモデルとして用い、日E暢筋活動のタイミング調節
の生理学的機構を検討したものである o その結果、試料岨噛時の関口筋活動にはフィードフォワード的制御が関与す
ること、またこの制御に筋紡錘からの求心性入力が小脳を介して作動することが示唆された。
以上の研究結果は唱鴫時の阻暢筋活動調節の生理的機構について重要な知見を与えるものであり、博士(歯学)の
学位を授与するに値するものと認める。
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